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１. はじめに 
道路防雪林は、吹雪による道路上の吹きだまりや視

程障害を緩和する防雪施設である

1).  
生育環境が厳しいことやコストの面から , 北海道に

おいて通常樹高 30 cm 程度の苗木が植栽されている. 
このため道路防雪林として生育させるためには長期間

の維持管理が必要であり, 樹木の生長を予測した上で

作業計画を立案する必要がある. 樹木の生長予測には

植栽直後から成林するまでを含めた樹高や枝張等の継

続的な資料が必要となる.  
しかし, 道路防雪林における樹木の生長予測や実績に関する資料は少ない

2) 3). 下枝を

維持し , 吹雪を防止することが主目的である道路防雪林においては, 樹冠閉鎖までの生

育期を含めた維持管理が必要となるため, 林業分野での調査も防雪林においては利用が

難しい.  
開発土木研究所 (現 寒地土木研究所) では 1994 年に北海道内 54 箇所の道路防雪林で

樹高, 枝張などを含めた生育状況を調査している

4). 現在この調査を行った防雪林では林

齢が 20～30 年程度に達していることから, データの補遺を行うべく, 再度現況の調査を

行った. これより得られたデータを加えて, 道路防雪林の林齢と樹高, 枝張, 枝下高との

関係について整理を行ったので, ここで報告する.  
 

２. 調査方法 
調査は 1994 年(Ⅰ期)と 2014～2015 年(Ⅱ期)の 2 回, それ

ぞれ北海道内の国道に造成されている道路防雪林におい

て行った.  
Ⅰ期調査では, 北海道内 33 防雪林の計 54 箇所, Ⅱ期調査

はⅠ期調査で対象とした防雪林の内, 駐車場の外側や斜面

上に設置の林等を除く 22 防雪林 39 箇所 50 地点で実施し

た . 図上で位置を特定したため , Ⅰ期調査とⅡ期調査では

具体の調査木は異なる可能性が高い. 
調査は隣接する樹木 2～4 本を調査対象とし, 樹高, 枝張

(枝の長さ), 枝下高等を測定した(図 2). 枝張は生枝，枯枝

図 1 道路防雪林(天塩町) 

図 2 測定項目 

樹高  

枝張  

生枝下高  

枯枝下高  



北海道の雪氷 No.35（2016） 

Copyright © 2016 公益社団法人日本雪氷学会北海道支部 
- 48 -

に関わらず最大幅の位置で 4 方向を測定し, 平均値を用いた. なおこれ以降の「枝張」は, 
調査値を 2 倍にした枝張径で示す.  

Ⅱ期調査の樹種はアカエゾマツが 78%を占めた. アカエゾマツはこれまでに造成され

た道路防雪林において過半を占めている. 以降, アカエゾマツの結果について述べる.  
 
３. 調査結果(樹高) 

図 3に林齢 (植栽後の経過年数) と樹高

の関係を示す. 図はⅠ期, Ⅱ期の調査の他, 
既往調査

5)-9) のデータをあわせた.  
防雪林は苗木植栽を基本としている

1)

が, 半完成木(樹高 1.2m～2.5m 程度), 完成

木(樹高 3m 超) で植栽されている防雪林

もある. 図 3では植栽樹木の規格毎に色分

けしてプロットした.  
(1) 植栽直後の生長抑制  

図 3より, 植栽後 4 ～ 7 年間はほとんど生長が見られていない. この生長抑制期間は植

栽樹木の規格に因らず同程度であった. 植栽した植物は活着するまでの養生段階では生

長が鈍化する. その期間は植栽後 1 ～ 3 年間とされるが

10), 道路防雪林の生長抑制の年数

は長いことがわかる . 道路防雪林の生育環境が厳しいことから植栽ストレスが大きく , 
植栽時の細根破断の回復などにより多くの時間を要するためと考えられる.  
(2) 生長抑制期以降の樹高生長  

生長抑制期以降においては , 林齢とともに順調に樹高が伸長している. 計測できた林

齢 30 年程度までの範囲では, 林齢とともに樹高が線形的に伸長していた. そこで図 3に
林齢 5 年以降のデータを基に求めた線形回帰式を, 植栽樹木の規格別に記す.  

苗木を植栽すると林齢 9 年程度で樹高 2 m に達し, 一般的な防雪柵の高さである 5 m
に達するまで 18 年程度を要する. これらの期間は, 上田ら

3)
と同程度であった. その後林

齢 30 年で平均樹高が 10 m に達している. 林齢 20 年を超えた林帯では生育状況に大きな

ばらつきが見られ, 樹高について 3 倍程度の開きが見られる.  
比較的年数を経過した防雪林のうち, 生育の悪い防雪林では, 植栽後 27 年が経過する

にもかかわらず, 樹高(4 本の平均値)が 4.0 m しかないものもあった. 紫丸囲みの 3 つの

防雪林は, 同一列もしくは隣接列で大小 2 種のアカ

エゾマツが同時期に植栽されており , そのうち囲み

にあるのはいずれも小の植栽樹木規格のデータであ

る. これらは隣接する半完成木に因って, 被圧を受け, 
陽光を遮られて生長が劣ったものと思われる. 一例

として, 図 4にオホーツク管内の狭帯林を示す.  
同一列もしくは隣接列において規格の異なる樹木

を植栽することは , 小規格樹木の生育状態が悪くな

るだけでなく , 生長速度が違うことによってその後

の管理計画が複雑になるほか , 間引き作業もしづら

い. これらは回避すべき事項と考えられる.  
 

 
図 3 アカエゾマツの林齢と樹高 

 
図 4 同一列に大小の樹木を混植

したため, 生長差の大きい防雪林 
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(3) 植栽時の規格による差異 

苗木植栽, 半完成木植栽, 完成木植栽を比較すると, 完成木植栽は苗木植栽に比べて樹

高生長が早いが, 生長抑制期以降の伸長速度は苗木植栽と同じである(図 3). つまり図に

示した線形近似式は平行で, 植栽時の規格差だけ樹高が高い.  
植栽単価は完成木の場合 1 本あたりの費用は苗木に比べて 20 倍程度, 諸経費を除いた

直接工事費ベースで 32,000 円高くなる

11)12). 一方, 同じ林齢において樹高が約 3 m 高く, 
年数に換算すると約 8 年生長が早い. 総費用として苗木植栽が安価であり, (半)完成木の

植栽には, 費用と求められる(時間)効果を慎重に導入する必要があるといえる.  
 
４. 調査結果(枝張径) 

次に樹高を指標として, 枝張径を示す. 
図  5はアカエゾマツの樹高と枝張径の

関係を示したものである.  
全般的に樹高が高くなるのに従って , 

枝張径が伸長している. 特に樹高 5 m ま

での範囲においては, 線形的に伸長して

いる. そこで樹高 5 m までのデータを基

に線形近似式を算出すると, 次式が得ら

れる(図 5の青線).  
 
y = 0.4127x + 0.2092 (但し x< 5 m) (1) 

 
一方, 樹高 5 m を超える範囲では, 防雪林

によるばらつきが大きくなる . この範囲で

線形近似線を挿入すると紫線となる . その

傾きは 0.19 であり, 樹高 5 m までと比べ約

半分となる.つまり樹高 5 m を境に枝張径の

拡大が鈍化していることがわかる.  
式 (1)において樹高 5  m での枝張りは  

2.27 m である . 防雪林における隣接木の 
間隔は 2 m 前後であり, 隣接木との接触によ

って枝張径の拡大が妨げられていると考え

られる.  
 
５. 調査結果(枝下高) 

樹高と枝下高の関係を図 6に示す. 上図は

樹高と生きている枝を基準とした生枝下高

との関係を , 下図は樹高と枯れているもの

の落下せずに幹に付着したままとなってい

る枝を基準とした枯枝下高との関係を示す . 上図によると, 樹高の伸長とともに生枝下

高の上昇が見られる. 特に樹高 6 m前後を境に, 枝下高が上昇する防雪林も見られるよう

 
図 5 樹高と枝張径の関係(アカエゾマツ) 

 

 
図 6 樹高と枝下高の関係 
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になる.  
一方, 下図によると樹高とともに枯枝下高は上昇するが, 最大 2 m程度で頭打ちとなる

状況がわかる. 枯枝下高が 2 m に達するのは早いもので樹高 6 m 前後である. 枯枝下高

が上限に達した後も , 生枝下高は上昇し続けている. つまり下枝の枯れ上がりは進行す

るものの, 林齢 30 年程度までの範囲においては, 特に高さ 2 m 以上の枯れた枝はそのま

ま幹に残っていることがわかる. 2 m 以下の枝が落ちる原因としては, 人工的な枝打ちの

他, 融雪による沈降圧が影響すると考えられる. このことから高さ 2 m 以上では枝葉に 
対するする沈降圧の影響はないと考えられ, 通常の防雪林において枝打ちは不要といえる. 
 
６. まとめ  

今回北海道の道路防雪林において, 樹木の測定を行い, アカエゾマツについて林齢 30
年程度までの樹高生長予測式, 樹高と枝張径, 枝下高の関係を示した.  

その結果, 1)植栽直後の生長抑制期間は一般より長い傾向があり, 2)林齢 20 年を超え

る林帯では生育のばらつきが大きくなること, 3)同一列に異なる規格の樹木を植栽する

と生育不良木が発生すること, 4)アカエゾマツでは完成木植栽の早期生長の優位性があ

ること , 5)枝張径は概ね樹高に比例すること , 6)樹高生長により枝下高も上昇するが ,  
枯れた枝は存置されることなどが明らかとなった.  

今後, 他樹種との比較, 隣接木と生育との関係などの解析を進めてゆきたい.  
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